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令和４年度一般会計補正予算

12月定例会後 一般会計予算　557億3,014万1千円
使い方をチェック！

ふるさと応援寄附金事業費
 3,368万8千円
　木更津市へのふるさと応援寄附金が見込みより増加

していることに伴い、返礼品に要する報奨金や事務委

託のための経費を増額します。

　Ｑ　どの地域から寄付が多いかわかるか

　Ａ　埼玉県、東京都、神奈川県などの首都圏からが

多い。

（市 3,368万8千円）

消防施設諸経費 488万1千円
　電気自動車駆動用バッテリー交換やエアコンの修理、

はしご車のミッションコンピュータ交換などの修繕によ

り、今後、控えている各種点検や車検整備に係る費用

が不足する見込みとなったため、予算を増額します。

　Ｑ　修理期間中、活動に必要な車両は足りなくなら

ないか

　Ａ　支障が無いように運用しており、体制は整えて

いる。

（市 488万1千円）

小学校施設管理費 244万3千円
中学校施設管理費 662万円
　小学校および中学校の光熱水費に不足が見込まれる

ため、予算を増額します。

　Ｑ　小学校と中学校で補正予算額に差がある理由は

　Ａ　令和4年8月時点での前年度比で、電気代につ

いては、小学校が約96％、中学校が128％と

なっている。ガス代については、小学校が

145％、中学校が150％となっている。中学校

での学校活動が順調に進んできており、その電

気代の差であると考えている。

（小学校 市 244万3千円）

（中学校 市　　662万円）

成年後見制度利用支援事業費　　　
　 165万６千円
　障がいのある方の成年後見人等への報酬助成の申請

件数が、当初の想定を上回る見込みとなったため、増

額します。

　Ｑ　令和4年12月現在、7件の申請ということだが、

過去の申請件数は

　Ａ　令和元年度が5件、令和2年度が6件、令和3年

度が9件。

（国 82万8千円・県 41万4千円・市 41万4千円）

勤労者退職金等共済掛金補助金　　
　 134万4千円

　中小企業の従業員の福祉向上と雇用の安定を図るた

め、共済掛金の一部を補助する制度について、申請の

増加が見込まれることから、増額します。

　Ｑ　今回の申請の増加見込みの理由は

　Ａ　新たに共済制度に加入した企業から申請が見込

まれる。

（市 134万4千円）

（繰越明許費）新火葬場周辺市道整備
事業費 7,632万６千円

　令和4年度工事予定区間の道路用地の取得が１０月末

に完了したことから、道路改良工事の実施にあたり、適

正な期間を確保するため、明許繰越を行います。

　Ｑ　市民から公共事業は年度末になると多くなると

指摘がある。第1四半期から工事がすぐ発注で

きるような体制にしてほしいが、この工事の発

注はいつするのか

　Ａ　可決後、すぐに発注手続きに入り、第1四半期

にかけて工事を行うことで平準化していく予定

である。

令和４年度当初予算
計518億5,500万円

6月定例会～ 9月定例会
計544億8,670万5千円

11月臨時会
計553億1,833万2千円

12月定例会
+4億1,180万9千円
計557億3,014万1千円

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です
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議案審議 令和４年12月定例会で審議された議案等を
公開しています。

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

第162号 202 3年（令和５年）2月1日（水）

議
案
第
88
号

財
産
（
土
地
）
の
取
得
に
つ
い
て

金
田
西
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区
域
内

木
更
津
市
立
金
田
中
学
校
用
地
を
購
入

議
案
第
91
号　

木
更
津
市
立
請
西
保
育
園
及
び
木
更
津
市

請
西
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
は
継
続

指
定
の
期
間
は
３
年
間
に

議
案
第
83
号　

木
更
津
市
一
般
職
の
職
員
の
定
年
引
上
げ

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
職
職
員
の
定
年
年
齢

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
65
歳
に

　

金
田
地
区
に
お
け
る
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、
木

更
津
市
立
金
田
中
学
校
用
地
と
し
て
、
土
地
を
取

得
し
ま
す
。

　

地　
　

積　

７
，８
５
８
平
方
メ
ー
ト
ル

　

取
得
金
額　

１
億
７
，９
４
２
万
４
，３
３
４
円

　

相
手
方　

千
葉
県 

千
葉
県
知
事 

熊
谷
俊
人

管
理
者
が
継
続
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

　
　

木
更
津
市
請
西
二
丁
目
12
番
８
号 

　
　

社
会
福
祉
法
人
木
更
津
む
つ
み
福
祉
会 

　
　

理
事
長 

林 

健
一 

　

指
定
の
期
間　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で  

Q　

な
ぜ
、
今
回
は
５
年
の
指
定
で
は
な
く
、
３
年

な
の
か

A　

今
後
、
就
学
前
児
童
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、

保
育
園
の
民
営
化
、
新
設
園
の
整
備
な
ど
を
進
め

た
こ
と
で
、
待
機
児
童
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

将
来
的
な
定
員
の
変
化
に
対
す
る
的
確
な
対
応
や

休
日
保
育
や
病
児
保
育
、
医

療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
な
ど

高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
が
必

要
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
の

充
実
に
向
け
て
、
よ
り
柔
軟

な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
、
指

定
期
間
を
３
年
に
設
定
し
た
。

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
一
般
職

職
員
の
定
年
年
齢
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

令
和
13
年
度
に
は
65
歳
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
は
①
定
年
退
職
後
か
ら
65
歳
ま
で
「
暫
定

再
任
用
職
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
・
短
時
間
）」
の
勤
務

が
可
能
で
す
が
、
新
し
い
制
度
に
代
わ
り
ま
す
。

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳

退職

61歳 62歳 63歳 64歳 65歳

➂

62歳 63歳 64歳 65歳

63歳 64歳 65歳

64歳 65歳

➁

65歳

63歳

定年退職 ➂ ➁

64歳

定年退職 ➂

65歳

定年退職 ➂

60歳

定年退職 ➀

61歳

定年退職 ➁

62歳

定年退職 ➂ ➁

➁「暫定再任用職員（フルタイム・短時間）」勤務可

➂ 60歳に達した年度の翌年度以降は常勤フルタイムの
　 他、一旦退職し「定年前再任用短時間勤務」として
　 勤務可

位置図

木更津市立請西保育園



議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問
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一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後の
方針などを問いただし、市民のための適切な市
政運営が行われているかをチェックするものです。

１２月定例会でも、新型コロナウイルス感染症対策として質問時間を６０分から５０分に短縮し、
１４人の議員が大項目３６点、小項目１４９点にわたり、一般質問を行いました。

紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、質問と答弁を掲載しています。
各議員の顔写真下のＱＲコードから質問と答弁の動画をご覧いただけます。

問　

開
発
行
為
等
の
手
続
き
の
際
、
行
政
窓

口
で
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
活
用
状
況
は

答　

伐
採
届
等
の
手
続
き
時
に
活
用
し
、
関

連
法
令
を
総
括
的
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
事

業
者
等
の
理
解
度
が
高
ま
り
、
無
届
け
、
無

許
可
開
発
の
防
止
や
抑
止
に
一
定
の
効
果
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

ル
ー
ル
を
守
っ
た
開
発
行
為
等
だ
と
市

民
が
安
心
で
き
る
。
周
知
策
は

答　

違
法
な
開
発
行
為
の
早
期
発
見
や
現
場

の
状
況
把
握
に
、
近
隣
住
民
の
情
報
提
供
は

欠
か
せ
な
い
。
一
般

的
な
開
発
行
為
の
法

令
や
条
例
等
の
ル
ー

ル
を
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
Ｑ
＆
Ａ
を

作
成
し
効
果
的
な
周

知
方
法
を
検
討
す
る
。

問　

騒
音
被
害
や
危
険
の
高
い
区
域
に
、
多

く
の
人
が
利
用
す
る
公
共
施
設
を
造
ら
な
い

姿
勢
に
立
つ
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か

答　

本
市
は
基
地
と
共
存
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
施
設
整
備
に

向
け
て
、
財
源
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
国

の
支
援
事
業
を
活
用
し
て
、
吾
妻
公
園
で
の

施
設
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

50
年
60
年
と
市
民
が
利
用
す
る
も
の
で

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
を
な
す
も
の
と

考
え
る
。
公
共
施
設
が
担
う
本
来
の
役
割
の

視
点
で
建
設
場
所
を

探
す
べ
き
で
は

答　

吾
妻
公
園
は
、

交
通
ア
ク
セ
ス
が
良

好
で
、
広
大
な
敷
地

を
有
し
て
い
る
た
め
、

候
補
地
と
し
て
い
る
。

問　

千
葉
県
『
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

推
進
プ
ラ
ン
』
の
取
組
状
況
お
よ
び
成
果
と

課
題
は

答　

教
育
委
員
会
及
び
学
校
は
、
教
職
員
の

出
退
勤
時
刻
の
客
観
的
な
把
握
、
研
修
や
会

議
等
を
活
用
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進
、
校

務
効
率
化
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
な

ど
、
県
が
示
し
た
取
組
項
目
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
る
。

　

成
果
と
し
て
は
、
月
45
時
間
以
上
勤
務
の

教
員
数
の
割
合
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
保
護
者
や
地
域
の
理
解
な

く
し
て
実
現
は
不
可
能
で
あ
り
、
今
後
ど
う

浸
透
さ
せ

て
い
く
か

が
挙
げ
ら

れ
る
と
考

え
て
い
る
。

求
む
！
開
発
行
為
等
を

安
心
し
て
地
域
で
見
守
る
施
策

木
更
津
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
に
つ
い
て

働
き
方
改
革
を
通
じ
た
効
果
的
な

教
育
活
動
の
実
現
を

田
中 

紀
子　

議
員

鈴
木 

秀
子　

議
員

座
親 

政
彦　

議
員

吾妻公園整備イメージ

県の学校における働き方
改革推進プランの表紙
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第162号 202 3年（令和５年）2月1日（水）

一般質問の全文（会議録）

　令和４年 12月定例会の会議録は令和５年２月上旬に公開予定です。
　また、図書館、各公民館でも閲覧することができます。

本会議の中継

　本会議の様子を生中継（当日のみ）、
録画中継で公開しています。

議員の情報

　連絡先等を公開しています。

問　

吾
妻
地
区
の
飛
行
場
周
辺
施
設
整
備
計

画
が
示
さ
れ
た
が
、
隣
接
す
る
港
湾
と
一
体

と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
港
湾
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

答　

港
湾
計
画
の
推
進
は
、
管
理
者
で
あ
る

県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
。
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
る
吾
妻
公
園
が
港
湾
施
設
と
連
携
を
図

り
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
魅
力
あ
る
空
間
と

な
る
よ
う
に
、
県
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

木
更
津
港
内
港
と
木
更
津
飛
行
場
周
辺

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
吾

妻
地
区
は
隣
接
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
一

体
化
し
た
計
画
は
考

え
て
い
る
か

答　

現
状
で
は
な
い
。

今
後
連
携
を
図
れ
る

よ
う
協
議
し
て
い
く
。

問　

こ
れ
ま
で
の
防
衛
省
補
助
事
業
と
は
、

主
旨
も
補
助
率
も
桁
違
い
だ
。
問
題
で
は
な

い
の
か

答　

通
常
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
で
は
対
象
と
な

ら
な
い
施
設
整
備
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
で
補
助
対
象
と
な
る
。

こ
の
支
援
事
業
の
活
用
で
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
新
た
な
制
約
は
生
じ
な
い
。

問　

な
ぜ
今
ま
で
使
わ
な
か
っ
た
の
か

答　

中
規
模
ホ
ー
ル
の
整
備
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
た
め
。

問　
「
基
地
と
の
共
存
」
で
魅
力
あ
ふ
れ
る

躍
動
す
る
ま
ち
は
で
き
る
の
か

答　

基
地
と

の
良
好
な
関

係
を
築
き
な

が
ら
進
め
て

い
く
。

問　

物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
へ
の
独
自
支

援
と
し
て
、
君
津
市
は
８
０
０
０
万
円
、
富

津
市
は
１
億
円
以
上
の
補
正
予
算
を
組
ん
だ

が
、
木
更
津
市
は
ア
ク
ア
コ
イ
ン
利
用
者
に

対
象
を
絞
っ
た
た
め
に
２
４
５
９
万
円
の
支

援
に
止
ま
っ
て
い
る
。
不
十
分
で
は
な
い
か

答　

ア
ク
ア
コ
イ
ン
の
活
用
に
よ
り
、
事
務

費
の
大
幅
な
削
減
と
、
事
業
者
へ
の
迅
速
な

支
援
が
で
き
る
。

問　

ア
ク
ア
コ
イ
ン
と
い
う
ツ
ー
ル
に
と
ら

わ
れ
ず
、
少
し
で
も
多

く
の
事
業
者
等
に
支
援

の
手
を
伸
ば
す
べ
き
で

は
な
い
か

答　

今
後
、
よ
り
多
く

の
事
業
者
支
援
に
繋
が

る
よ
う
、
加
盟
店
舗
数

の
拡
大
に
努
め
る
。

木
更
津
飛
行
場
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う

防
衛
省
予
算
に
依
存
し
た
ま
ち
づ

く
り
は
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
か

物
価
高
騰
に
苦
し
む
生
活
者
や

事
業
者
へ
支
援
の
充
実
を

斉
藤 

高
根　

議
員

高
橋 

て
る
子　

議
員

堀
切 

俊
一　

議
員

吾妻公園に隣接する内港公園

構想の範囲

富津市の物価高騰に対する市民への支援
○全市民を対象としたプレミアム商品券の販売
　（１万円で１万３千円分　予算額5,200万円）
○高齢者 (75歳以上 )全員に商品券を支給
　（一人あたり５千円分　予算額5,376万９千円）
※いずれも商品券取扱店として登録された富津
　市内の小売・飲食・サービス業で使用可能
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問　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
問
題
等
課
題
解
決
に
向
け

地
域
全
体
で
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う

答　

複
雑
・
複
合
化
し
た
問
題
等
に
対
応
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
国
が
示
す
５

つ
の
支
援
を
一
体
的
に
行
い
包
括
的
な
支
援

体
制
を
構
築
す
る
た
め
「
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

本
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
伺
う

答　

ひ
と
つ
の
相
談

窓
口
で
は
解
決
が
難

し
い
ケ
ー
ス
も
本
事

業
に
よ
る
包
括
的
な

支
援
体
制
に
よ
り
適

切
な
機
関
等
に
繋
が

り
支
援
が
届
い
た
。

問　

県
の
給
食
費
無
償
化
の
概
要
説
明
を

答　

第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒
の
学
校
給
食

費
を
無
償
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

第
１
子
、
第
２
子
に
対
す
る
補
助
は
考

え
て
い
な
い
の
か

答　

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い
。

問　

第
３
子
以
降
の
子
を
持
つ
世
帯
割
合
は

答　

全
体
の
13
％
で
あ
る
。

問　

県
は
何
故
、
第
３
子
以
降
の
み
無
償
化

し
よ
う
と
い
う
の
か

答　

第
３
子
以
降
の
子
を
持
つ
家
庭
の
負
担

軽
減
と
言
っ
て
い
る
。

問　

苦
し
い
の
は
ど

の
家
庭
も
同
じ
で
あ

る
。
第
１
子
へ
の
適

用
を
検
討
さ
れ
た
し

答　

実
現
で
き
る
方

法
を
含
め
検
討
す
る
。

問　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
女
性
が
経
済
的

に
自
立
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
「
女

性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
」
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う

答　
「
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
」
に

つ
い
て
は
、
女
性
の
経
済
的
自
立
だ
け
で
な

く
、
女
性
の
活
躍
を
本
市
経
済
の
持
続
的
な

発
展
に
つ
な
げ
る
大
変
重
要
な
視
点
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
「
マ
ナ
ビ
D
X

（
デ
ラ
ッ
ク
ス
）」
の
紹
介
や
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
習
得
に
必
要
な
学
び
の
機
会
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
各
種
助

成
制
度
や
先
進
的
な

取
組
の
情
報
提
供
等
、

国
や
県
、
企
業
・
各

種
団
体
等
と
連
携
し

つ
つ
必
要
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
都
市
計
画

法
違
反
の
建
築
物
へ
の
対
応
は

答　

現
地
調
査
し
た
う
え
で
、
違
反
し
た
者

な
ど
に
対
し
て
行
政
指
導
を
行
い
、
自
主
的

な
改
善
を
求
め
て
い
る
。

問　

無
許
可
で
設
置
さ
れ
て
い
る
広
告
物
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

答　

事
業
者
に
対
し
て
、
広
告
物
の
安
全
管

理
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
る
が
、
無
許
可
で

設
置
さ
れ
た
広
告
物
の
把
握
に
つ
い
て
は
、

安
全
の
確
保
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問　

景
観
に
配
慮
し

た
除
草
を
普
段
か
ら

実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か

答　

工
夫
を
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

複
合
的
な
課
題
に
一
括
支
援

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
へ
の
取
組

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

第
１
子
か
ら
に
す
べ
き
で
あ
る

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
で

女
性
の
活
躍
推
進
を

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
都
市
環
境
に
つ
い
て

石
川 

富
美
代　

議
員

永
原 

利
浩　

議
員

神
蔵 

五
月　

議
員

大
野 
俊
幸　

議
員

行政サービスは公平であるべき

安心・安全な都市環境の整備を

５つの支援
・「包括的な相談支援」
　子育て世代包括支援センター等
・「地域づくり支援」
　生活支援体制整備事業等
・「参加支援」
・「アウトリーチ等を通じた継続的支援」
・「多機関協働」
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問　

誘
致
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う

答　

企
業
誘
致
が
進
展
し
た
一
方
で
、
産
業

用
地
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

産
業
用
地
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

問　

現
在
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

答　

企
業
誘
致
方
針
を
定
め
た
３
つ
の
地
区

を
企
業
誘
致
拠
点
と
し
、
優
遇
制
度
の
拡
充

や
、
産
業
用
地
の
不
足
に
対
応
。
戦
略
的
に

企
業
誘
致
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

問　

今
後
の
誘
致
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う

答　

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
方
針
に
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
や
幹
線
道
路
沿
道

を
開
発
ゾ
ー
ン
に

位
置
付
け
、
広
域

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
た
計

画
的
な
土
地
利
用

を
進
め
る
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
で
開
発
行
為
が
続
き

家
屋
等
か
ら
農
業
用
水
に
流
し
て
い
る
。
農

家
の
減
少
が
続
く
中
で
地
域
住
民
に
よ
る
維

持
管
理
は
厳
し
い
が
家
屋
等
か
ら
の
排
水
路

を
農
業
用
水
と
し
て
い
る
基
準
は
何
か

答　

農
業
用
水
は
家
屋
等
か
ら
の
排
水
は
想

定
し
て
い
な
い
が
排
水
先
が
確
保
で
き
な
い

場
合
は
水
路
の
管
理
者
で
あ
る
揚
水
組
合
等

か
ら
の
同
意
を
得
て
流
し
て
い
る
。

問　

農
業
用
水
の
管
理
区
分
が
決
ま
っ
て
か

ら
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
。
都
市
排
水
に
見

直
す
べ
き
で
は

答　

提
案
し
た
い
。

問　

西
岩
根
の
排
水

設
計
が
行
わ
れ
た
が

工
事
は
い
つ
か

答　

諸
調
整
の
完
了

後
に
時
期
を
考
え
る
。

問　

近
年
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻
発
し
て
い
る
。

直
近
は
７
月
15
日
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
豪

雨
が
あ
る
と
い
つ
も
冠
水
す
る
地
域
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
を
把
握
し
て
い
る
か

答　

朝
日
庁
舎
周
辺
、
田
面
通
り
、
本
郷
1

丁
目
付
近
な
ど
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

問　

７
月
15
日
の
冠
水
の
原
因
は
何
か

答　

1
時
間
降
水
量
が
最
大
46
㎜
の
大
雨
で

あ
っ
た
た
め
排
水
能
力
を
超
え
る
雨
が
降
っ
た
。

問　

冠
水
を
防
止
す
る
た
め
に
多
額
の
費
用

を
か
け
ず
現
状
の
施
設
運
用
で
で
き
る
方
策

は
な
い
の
か

答　

吾
妻
排
水
機
場

で
事
前
に
強
制
排
水

す
る
予
備
排
水
が
有

効
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
県
と

協
議
し
て
い
る
。

問　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
選
挙
の
概
要
説
明

に
は
「
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
人
や
当
日
の
混
雑
を
避

け
た
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。」

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
当
日
の
混
雑
を

避
け
た
い
」
と
い
う
意
向
を
含
め
、
躊
躇
な

く
選
択
で
き
る
内
容
が
、
宣
誓
書
に
も
記
載

さ
れ
る
と
、
よ
り
期
日
前
投
票
が
し
や
す
く

な
る
と
思
う
が
、
改
善
は
可
能
か

答　

宣
誓
書
様
式
に
つ
い
て
も
、
感
染
症
予

防
を
理
由
に
、
期
日
前
投
票
が
で
き
る
旨
の

記
載
を
追
加
す
る
。

問　

投
票
立
会
人
の

若
者
参
画
の
考
え
は

答　

令
和
５
年
４
月

執
行
予
定
の
統
一
地

方
選
挙
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

本
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
の

企
業
誘
致
に
つ
い
て

開
発
行
為
が
続
く
中
で
農
業
用
水

と
都
市
排
水
の
管
理
の
見
直
し
を

朝
日
地
区
等
の
冠
水
を
防
止
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

選
挙
投
票
率
の
向
上
の
た
め
に

佐
藤 

修
一　

議
員

近
藤　

忍　

議
員

鶴
岡 

大
治　

議
員

渡
辺 
厚
子　

議
員

木更津市をさらに元気に！

調整区域で開発行為が続く

吾妻水門扉体及び開閉装置
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陳情第９号　子どものために保育士配置基準の引き上げによる
　　　　　　保育士増員を求める意見書の提出を求める陳情書

　子育て家庭を支えるには、現在の配置基準は不十分であり、子どもの命と安全を守るためにも保育士増員
が急務となっているが、基準制定以来70年以上一度も見直されていない。保育関係予算を大幅に増やし、保
育士配置基準の引き上げによる保育士増員、処遇の改善を国の責任ですすめることを強く要望するものです。

陳情者　千葉県保育問題協議会　会長　田島　潤一さん

　委員会では、反対討論があり、賛成者少数により不採択となりました。
　本会議では、賛成討論・反対討論がともにありましたが、賛成者少数により不採択となりました。

陳　情

教育民生常任委員会協議会

陳情者の趣旨説明、質疑

本会議で委員会の

結果報告後、審議

教育民生常任委員会

執行部の参考意見を聞いて審査

不採択 不採択

　配置基準や公定価格
といった部分だけでは
なくて、保育士の確保
の方法や、また働き方
にも目を向けて、総合
的に検討すべき課題で
あると考え、反対。

保育士配置基準や公定
価格を引き上げ、処遇
改善を図ることで、保
育士が余裕を持って働
ける環境を整備する必
要があると考え、賛成。

現在の配置基準は不十
分であり、保育士増員
が急務との趣旨には賛
同するが、木更津市で
は保育の質の向上のた
めの施策による現場の
改善を求め、反対。

陳情者が求める配置基準
の見直しが先行すると全
国で深刻な保育士不足を
招き、自治体間や保育事
業者間での体力勝負にな
ると思われる。現時点で
は、国の動向を見守るべ
きであり、反対。

賛成

意見
賛成

意見
賛成

意見
反対

意見
反対

意見
反対

意見
反対

意見
反対

意見
反対

意見
反対

意見
反対

意見
反対

意見

発議案第８号　木更津市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を
　　　　　　　改正する条例の制定について

　第三者機関である木更津市特別職報酬等審議会の意見を踏まえ、令和４年の国の人事院勧告や千葉県人
事委員会勧告に準じて、市職員と同様に議員の令和 4年 12月期末手当を引上げ、また、令和 5年度以降
6月と 12月で平準化しようとするもので、全会一致で可決しました。

賛否のわかれた議案等をお知らせします
他　2１件の議案は、原案のとおり全会一致で可決・同意しました。

※表の見方　　　○：賛成　　●：反対　　－：議長のため採決に加わっていません　　欠：欠席

木更津市特別職報酬
等審議会

「特別職（市議等）も人
事院勧告等に準じて改
定するという考え方は
合理的で妥当」という
意見

議員発議案

勧告通りの期末手当0.1
カ月分を引き上げ、令
和５年度以降は平準化
する条例改正案を提出

令和４年12月支給の期末手当
4万9,500円の増額

令和５年度以降は、
令和４年度と同額を支給

本会議で

発議案を審議

可 決

番号 件名

議
決
結
果

佐
藤

修
一

神
蔵

五
月

堀
切

俊
一

石
川
富
美
代

石
井

徳
亮

竹
内

伸
江

草
刈

慎
祐

永
原

利
浩

座
親

政
彦

渡
辺

厚
子

田
中

紀
子

鶴
岡

大
治

鈴
木

秀
子

近
藤

忍

斉
藤

高
根

國
吉

俊
夫

白
坂

英
義

大
村

富
良

高
橋
て
る
子

大
野

俊
幸

石
井

勝

三
上

和
俊

重
城

正
義

陳 情
第 ９ 号

子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を
求める意見書の提出を求める陳情書

不採択 ● ● 〇 ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● 〇 ● ● 欠 ● ● 〇 ● 欠 ● -

発議案
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調整区域活性化研究会

意見交換会

　令和 4 年 12 月 13 日（火）に「都市計画道路について」「インターチェンジ周辺の利活用に
ついて」の 2 つを議題にした第３回会議を開催しました。今回は千葉県議会議員の高橋浩県議、
森岳県議にも参加して頂き、両議題について執行部より説明を受け、質疑の形をとらずに意見
交換をしました。

確認が出来た事項や主な意見
・道路延伸について大きな課題は費用面があげられる。
・農振農用地の除外には５要件があり、現状の除外は難しい。
・農振農用地は他の土地と比較して安価でしか取引されない。
・農振農用地の見直しは誰がするのか？　⇒　見直しは市が県と協議し、実施する事になる。

その他にも多くの意見が聞かれ、予定時間を超過するほど盛会のうちに終了致しました。

研究会の目的
市内の市街化調整区域の活性化に関わる諸問題に
対する調査・研究および活性化に向けた活動を行う

　会員　◎会　長　○副会長
　　　　◎三上和俊　○斉藤高根　　國吉俊夫
　　　　　重城正義　　渡辺厚子　　竹内伸江
　　　　　石井徳亮　　石川富美代　神蔵五月

　現場の消防団から直接、話を聞くことで、今後の施策判
断の参考にするために、消防行政を所管事項とする総務
常任委員会が、消防団幹部と意見交換会を開催しました。
　消防団の沿革と消防団の現団員数の説明後、団員のな
り手不足、消防団詰所の老朽化などの話題の他に、消防
団から議会への質問や、このような会合の定期的な開催
の要望もありました。消防団にとって、木更津市議会が
身近なものとして今後も意見等の提案を行いやすくする
環境整備の一役にもなりました。

情報開示制度の施行状況（令和４年）
　木更津市議会情報公開条例に基づく、令和４年（1 月～ 12 月）の情報開示制度の施行状況
を公表します。過去の公表状況は、市議会のホームページをご覧ください。

　・開示の請求件数　　　０件
　・不服申し立ての件数　０件

意見交換会の様子

研究会の様子
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委員会の行政視察
　行政視察は、他の自治体が行っている施策等を調査研究し、市民福祉の向上やまちづくり施策
に活かそうとするものです。行政視察の調査項目は、委員会の所管事項に関し各委員会で協議し
て決定しています。

建設経済常任委員会
令和４年１０月１３日～１４日
 ・福岡県中間市　「空き家対策について」
 ・佐賀県佐賀市　「下水浄化センターの取組について」 

　佐賀市では、環境の保全と経済的な発展が両立するまち「バイオマス産業都市さが」の実現を
目指し、下水浄化センターをはじめとした施設で、従来は廃棄物であったものを、エネルギーや
資源として活用しており、ＳＤＧｓの観点から、今後参考とすべき点が多く見受けられました。
本市でも現在導入を検討している下水道汚泥の堆肥化については、従来の処分方法よりも費用の
削減につながっていることなど多くのメリットがあり、地元農家への還元という点を重視してい
る姿勢が見受けられました。（写真は堆肥化された下水汚泥を視察している様子）
　佐賀市と本市では流入下水量や成分、必要な施設能力等で違いがありますが、堆肥化をはじめ
とした、費用対効果が見込め、資源の循環によりＳＤＧｓにも貢献している取組については、オー
ガニックなまちづくりを標榜している本市においても、早期に導入することを期待します。

基地政策特別委員会
令和４年１０月２５日～２６日
 ・宮崎県児湯郡新富町　「基地政策について」 
 ・航空自衛隊新田原基地「基地の概要、地域との関わりについて」

　新富町にある新田原基地での年間飛行回数は、国の調査と町独自の調査では、計測方法の違い
により、１万５，０００回ほどの開きがあり、町独自で調査していることは、国との騒音対策の
交渉にとても参考になるというので、この対策を見習うべきと考えます。町独自に騒音が特に激
しい地区を激甚地区と指定し、町費で補助事業を行っていることに驚きました。
　新富町では、防衛省のみならず総務省にも要望活動を行っており、本市においても、総務省へ
の要望活動を進める必要があると感じました。（写真は新富町で説明を受け、質問している様子）

交通政策特別委員会
令和４年１０月２１日
 ・山梨県上野原市　「中心市街地循環バスの運行について」 

　上野原市の中心市街地循環バスについては、実証運行に２年と
いう期間を設けていたことが特徴的であり、本格運行する際の理由も、実証運行中のデータとし
て、利用者数の増加に伴い、一人当たりの赤字額が減少傾向であったということで明確でした。
本市では、３カ月の実証運行期間で、どの程度の判断材料を得られるのかが重要な点になると考
えます。（写真は駅前バスターミナルの様子）
　地域特性に応じた移動手段のメニューを複数持ちながら、事業者・利用者・行政にとって持続
可能な公共交通を構築するために、今後も様々な取組を学んでいく必要があると考えました。
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次
回
３
月
定
例
会（
予
定
）

日 月 火 水 木 金 土
2/ ７ ８ ９ １０ １１
本会議…
（開会）

総務…
常任委員会

教育民生…
常任委員会

建設経済…
常任委員会

１２ １３ １４ １５ １６ １７ 18 
本会議…

（議案審議）
19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 3/1 2 3 4 
本会議…

( 一般質問 )
5 6 7 8 9 10 11 

総務常任…
委員会

教育民生…
常任委員会

建設経済…
常任委員会

12 13 14 15 16 17 18 

予算審査特別委員会

19 20 21 22 23 24 25 
本会議…

（議案審議）…
（閉会）

３月定例会の特別委員会の開催日時は現在
未定です。
詳しくは、議会事務局（電話23‐7185）へ
お問い合わせください。

●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを

貸し出しています。また、市議会ホームページからも

「声の市議会だより」をお聞きいただけます。

●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）をインターネッ

トでもご覧いただけます。

URL：http://www.city.kisarazu.lg.jp/shigikai/
　　　eizo/1003184.html

市民の声
ご意見と広報委員会の見解

市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

建設するより賃貸の方が安価とありますが、どのように比較されたのでしょうか。
⇒ （市政のことなので執行部より回答）18,000 ㎡の庁舎を建設し、50 年間使用後に解体するま

でにかかる費用と機械室と階段等の共有部分の面積を除いた駅周辺庁舎約 4,000 ㎡、朝日周
辺庁舎約 8,000 ㎡を 15 年間賃借した場合の単年度事業費を比較しました。建設した場合の概
算費は、工事費（近年の建設費単価を参考）、大規模改修費、維持管理費（現仮庁舎での費用
を参考）等により算出しております。また、賃借の場合の概算費は、賃借料や共益費、内装
の建築工事費等について、事業候補者との協議を経た提案額となっております。

鋼材等の乱高下に左右されない契約方法はないのでしょうか。
⇒ （市政のことなので執行部より回答）鋼材等の価格変動に全く左右されない契約を行うことは

困難であると考えておりますが、可能な限り将来に負担を残さないよう事業を実施してまい
ります。

アスベスト含有の有無は建物の解体予算編成時に当然最初に調査すべき事項であり、また、建物
の完成時期によっては想定できると思われます。
⇒ （市政のことなので執行部より回答）西口駐車場のアスベストの含有については、西口駐車場

解体設計業務において含有調査を実施した結果、判明したものです。建物解体に関する予算は、
現在実施している西口駐車場解体設計業務後に予算要求を行う予定でおります。

そ
の
他

あゆみ会の記事、とても良かったです。さっそく不要な携帯電話等を直接持ち込みました。事業
所の方も感じ良く、今後もできることがあれば協力していきたい。市はこうした事業所にどんな
支援をしているのかも知りたいです。
⇒ （市政のことなので執行部より回答）小規模な事業所へは運営費の補助をしています。その他、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大などに伴い、市内の障害福祉事業所に支援金を給付し
ています。

広報きさらづと議会だよりのサイズが違い、統一感が無い。市民にとっては両方とも木更津市の
発刊物であり、疑問に思う。変更などは考えていないのか。
⇒ 広報きさらづは、平成 29 年度に新聞業者への手数料が折込みのページ数に応じた手数料に変

更となり、経費を削減するため、A4 サイズからタブロイド判に変更してページ数を減らし、
約 116 万円の経費削減を行いました。市議会だよりはどうするか、当時の広報委員会で話し
合い検討しましたが、A4 サイズのままが良いと決めました。今後は、市民の皆様のご意見を
頂戴し、検討していきたいと考えています。

この他、表紙・Topics で取材させていただいた団体への取組に対してのご感想をいただいて
おります。また、執行部の施策に関するご意見は担当部署へ提供させていただきます。

市議会だより第１６１号へのご意見・ご感想ありがとうございました。
計３件（はがき１件、メール１件、電話１件）
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市議会だよりへのご意見・ご感想はこちら 「市議会だよりへの意見・感想」

こちら編集会議



Topics

① 関心があったものはどれですか。（複数可）

表紙・一般会計補正予算・議案審議・一般質問・

発議案・陳情・賛否のわかれた議案・調整区域

活性化研究会・意見交換会・情報開示制度の施行

状況・委員会の行政視察・市民の声・Topics

② （表紙と Topics）の取材記事の感想

｠

｠

｠

｠

｠

③ 市議会だよりに関するご意見・ご感想

メール）gikai@city.kisarazu.lg.jp
電　話）0438-23-7185
ＦＡＸ）0438-22-4734
郵　送）右の部分を切り取って、官製はがきの
　　　　裏面にのり付けして投函
宛　先　〒292-8501木更津市富士見1-2-1
　　　　市議会事務局　あて
※いただいたご意見等は、市議会だよりに掲載する

場合があります。また、回答が必要な場合、お名前
とご連絡先をお書きください

　議会では行政視察も、日帰りや日数を減らして実
施するなど委員会ごとに判断して行い、With コロナ
で少しずつ平常に戻りつつあります。一方、ウクラ
イナとロシアの戦争は 1 年になりますが、早く終息
して平和になることを願っています。

積極的に地域連携
　閉校した中郷中学校跡地に宿泊
型総合スポーツ交流施設「木更津
スポーツヴィレッジ」ができ、Ｊ
リーグ入りを目指す「房総ロ―
ヴァーズ木更津ＦＣ」が本拠地と
して活動している。
　元Ｊリーガーのロ―ヴァーズ（株）
代表取締役カレン・ロバートさん
は、中郷小の学校評議員をし、ロー
ヴァーズは中郷地区まちづくり協議
会の一員として地域連携を積極的
に行っている。同協議会副会長の
原田さんと加藤さんは「コミニュ
ニティの中学校がなくなって寂し
かった。今はロ―ヴァーズが夜も
灯をつけて練習していてにぎやか

になり防犯上雰囲気も良く希望が持てた」と話す。
地域にできること

　「市内外から自転車で練習
に通う中高生もいる。歩道が
ない場所や車の往来の多い中
郷小近くの交差点はとても危
険だ」と話す。同協議会では、
安全対策として道路の点検や
横断の見守り活動をしている。

　「中ＧＯ探検オリエンテーリング」は木更津スポーツ
ヴィレッジを拠点に開催し周知に努めた。米作りも計
画していて「ロ―ヴァーズ米を合宿で食べてもらえた
らうれしい」とも話していた。

小規模特認校の中郷小だからできる特色ある教育
　ロ―ヴァーズグラウンドでサッカーの授業や指導も
特色のひとつ。また、５年生が育てた米や６年生が作っ
た応援横断幕を贈り、同協議会と学校が連携した「と
うもろこし栽培体験活動」で収穫したとうもろこしを
届けるなど豊かなコミュニケーションを育んでいる。
これは宿泊者の食事の一品になった。

一度利用したらまた来たくなる合宿施設
　好評でリピーターも増えている。施設を見学したが、
避難施設としても快適な環境だった。今後入浴施設な
どを地域に開放も検討するという。
　中学校跡地を利用した地域コミュニティ活性化の一例
として木更津からのＪリーグチーム誕生を応援したい。

問い合わせ先
　中郷地区まちづくり協議会
　　TEL:0438-98-0802
　　　　　　　(中郷公民館 )
　ローヴァーズ株式会社
　　TEL:0438-38-3352
　　E-mail:top@rovers.co.jp

中郷中学校跡地で地域コミュニティの再編中郷中学校跡地で地域コミュニティの再編

木更津市議会広報委員会　 ◎委員長  〇副委員長

　◎田中　紀子　〇石井　徳亮　　神蔵　五月
　　堀切　俊一　　石川富美代　　鶴岡　大治

表紙の写真

取材している様子 木更津スポーツヴィレッジ

カレン・ロバートさん


